
大竹市地域公共交通活性化協議会運賃協議ワーキンググループに関する規程 

の制定について 

 

１ 経緯 

令和６年２月２６日開催、令和５年度第２回大竹市地域公共交通活性化協議会

において、議案第２号「大竹市地域公共交通活性化協議会規約の一部改正につい

て」が承認された。 

改正の内容としては、道路運送法の改正により、令和５年１０月１日以降に運

賃の改定を行う場合は、法定のメンバーで協議し、その結果を公共交通活性化協

議会へ報告して運賃の改定を行う必要があるため、協議会に当該運賃について協

議を行うワーキンググループを置くことができるよう、規約改正を行ったところ

である。 

 

２ 案の要旨（制定の理由） 

  大竹市地域公共交通活性化協議会規約第１２条の規定に基づき、地域における

需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客運送を確保する必要がある路線

又は営業区域に係る運賃及び料金を協議することを目的に設置するワーキング

グループの組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものである。 

 

３ 内容 

別紙「大竹市地域公共交通活性化協議会運賃協議ワーキンググループに関す

る規程（案）」のとおり 

 

４ 施行日 

  令和６年１１月１日（予定） 

 

５ ワーキンググループ会合開催予定 

次回の大竹市地域公共交通活性化協議会と同日に別途行う。グループメンバ

ーには事務局から別途連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 



大竹市地域公共交通活性化協議会運賃協議ワーキンググループに関する規程

（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大竹市地域公共交通活性化協議会規約第１２条の規定に基づ

き、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客運送を確保する

必要がある路線又は営業区域（以下｢路線等｣という）に係る運賃及び料金（以下

｢運賃等｣という。）を協議することを目的に設置するワーキンググループ（以下

｢運賃協議ＷＧ｣という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定める。 

（事務所） 

第２条 運賃協議ＷＧは、事務所を広島県大竹市小方一丁目１１番１号大竹市役所

内に置く。 

（協議事項） 

第３条 運賃協議ＷＧは、次に掲げる事項について協議を行う。 

（１）路線等に係る運賃等 

 （２）運賃協議ＷＧの運営方法その他運賃協議ＷＧが必要と認める事項 

 （座長） 

第４条 座長は、次条第１号の者をもって充てる。 

２ 座長は、運賃協議ＷＧを代表し、その会務を総理する。 

（委員） 

第５条 運賃協議ＷＧを組織する委員は、協議会の委員のうち、次に掲げる者によ

り構成するものとする。 

（１）市長又はその指名する者 

（２）当該運賃等を定めようとする運行事業者の代表者 

（３）国土交通省中国運輸局広島運輸支局長又はその指名する者 

（４）関係住民の意見を代表する者として、座長が指名する者 

（会議） 

第６条 運賃協議ＷＧの会議（以下「会議」という。）は、座長が招集し、座長

が議長となる。 

２ 会議の議決方法は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数のとき

は、座長の決するところによる。 

３ 会議は、原則として公開とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場

合は会議の決定により公開しないことができる。 

（１）大竹市情報公開条例（平成１１年条例第２１号）第７条に規定する不開示

情報が含まれる事項に関して調査又は審議するとき。 

（２）会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認めら

れるとき。 

（協議結果の報告） 

第７条 会議において協議が整った事項について、座長はその協議結果を協議会に



報告するものとする。 

（庶務） 

第８条 会議の庶務は、協議会の事務局において処理する。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項については、協議会会長が別に

定める。 

 附 則 

この規程は、令和６年１１月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


